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 ③ 相談
そうだん

支援
し え ん

部会
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相談支援
部会

・昨年度の課題を引き続きグループに分かれて検討していく。事例検討をしていたグループがなくなったため４グループでの活動とな
る。当事者の身近な議論になっていないとの意見を踏まえて各グループとも検討していく。
・今年度は４３人の部会となる。引き続き来期に向けて部会の運営についても検討していくので皆さんからも意見をいただきたい。
→　部会の報告について特段質問や意見はなかった。

・部会のあり方については、引き続き検討して
もらい、年度内に本会で意見をもらう形で進め
る。

地域移行
促進部会

・昨年度からの引き続きの課題〝医療”について更に検討を進めていく。昨年度末に５つぐらいに課題を絞ったので、今年度はグループ
に分かれて検討を進めていく予定でいる。
→地域移行は医療がテーマであるが、Ｈ30年度に地域医療計画が改正される。杉並は地域の中で精神科ベッドが無い。杉並区におけ
る精神科医療についてもＨ30年までに検討してほしい。
→重症心身障害児（者）の受け入れ先は医療のハードルが高い。何かあった時には区内で受診できる仕組みが必要。

・精神科医療については課題として残し、本会
で議論すること等も検討する。

差別解消
支援会議
について

・自立支援協議会の元に設置する。部会という扱いではない。自立支援協議会及び推進連絡協議会より、国が示している構成員と同
様のメンバーを選出したいと考えている。（案）に対する意見をいただきたい。（構成員について、人数について、民間の事業所はどう
いったところがよいかなど）
→自立支援協議会にぶらさがっているのには違和感を感じる。さきがけて実施することは評価できるが、ゆくゆくは協議会とは別な形で
実施してもらえるとよい。
→合理的配慮の言葉はいいが、何が不自由で不足かを職員は勉強してほしい。いろいろな障害者がいて、思いやり、手助けとかは当
事者を呼んで研修を開いた方がよい。区から拡げていく必要があるのでは。
→会議だけで終わってしまうのではなく、社会に区から発信していける会議体になるとよい。
→民間事業所には、不動産関係を入れてほしい。ＧＨの職員の時、精神障害者の方と不動産会社回りをしたが障害を理由に断られる
ことが多々あった。
→関係機関ではない所を一般公募で募り、意見をもらう必要があると思っている。何が必要で何が不足しているか出していく為には、そ
こに声を出していけば良いかわからない現状がある。当事者の声を吸い上げる場としてもらいたいし、福祉分野にとどまらず色々な分
野の人達に入ってもらいたい。
→電車などでは、杖の人、ベビーカーの人、車いすの自分と誰が優先で順番はどうなのか・・といった状況が生じている。誰が優先とか
そういうことではなく、もっとトータル的なことであり個人の考え方を改めていかないとそこに出くわした時にスムーズにいかない。
→幅の広いメンバーが必要。地域に浸透していかなければ意味がない。会議で検討するだけではなく、区民センターや医師会等へ出
向いて行って説明することも必要ではないか。

・事例を収集することは大切。よい事例を発表
することも大事。
・区がどういう目的でこの会をやるのか具体
的に見えてこない。協議会の下に設けるとい
うことなので、こういう目的でやるという具体的
なことを協議会（幹事会）から提案してもいい
か・・？

すまいる
の現状報
告・意見
交換につ
いて

すまいる設置の経緯及び各すまいるの現状について報告
→以前、７か所の委託の時と比べて対応する範囲が広くなったという印象。地域の課題をどう抽出しているのか、エリアによって異なる
のかなど別な機会に聞ければと思う。また、その中で見えてきた課題を本会に挙げてもらえると良い。
→いろいろな課題がある人の対応をする際、すまいるがイニシアチブを取ってもらえるのがありがたい。
→安心サポートとの役割分担どうしていったらいいか・・相談していったほうがいいと感じている。

・安心サポートの役割分担という点について
は、一度安心サポートの現状を報告してもら
い、本会で共有する。・・・次回の本会で安心
サポートの件数や事例を紹介してもらう。
・この議題については、次回も再度あげて意
見をもらう。

平成28年度　第1回杉並区地域自立支援協議会で出された意見と課題整理                                                   　　　　　　　　　　　　 資料１

テーマ 協議会で出された報告・意見・課題 今後の方向性(幹事会話し合い結果）
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１、各
かく

グループの活
かつ

動
どう

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

 

 

＜Ｂグループ：重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

のネットワーク構築
こうちく

について＞ 

■状 況
じょうきょう

：グループ活動
かつどう

を 1回
かい

実施
じ っ し

 

昨年度
さくねんど

の活動
かつどう

の振り返り
ふ り か え り

と取り組み
と り く み

の共有
きょうゆう

、今年度
こんねん ど

の活動
かつどう

内容
ないよう

について検討
けんとう

。      

■今年度
こんねんど

の活動
かつどう

： 

①事例
じ れ い

検討
けんとう

⇒課題
か だ い

を抽
ちゅう

出
しゅつ

・整理
せ い り

する。 

    ②施設
し せ つ

見学
けんがく

⇒資源
し げ ん

の把握
は あ く
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た
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じ ち た い
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せいこうれい
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を見学
けんがく

し課題
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さんこう

とする。 
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ねんれい

（ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ）等
とう

にあわせてサービスを整理
せ い り

する。 

⇒ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応
おう

じた切れ目
き れ め

のない支援
し え ん

につなげる 

    ⑤次回
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しょうがい
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計画
けいかく
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  ＜Cグループ：高齢
こうれい

障害者
しょうがいしゃ

について＞ 
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及
およ
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い け ん
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。 

   ・熊本
くまもと
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じ し ん
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し か く

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

の概要
がいよう

や中途
ちゅうと
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し か く

障害者
しょうがいしゃ

の高齢期
こうれいき

の課題
か だ い
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    て意見
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   ・昨年度
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の取
と
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く

みから、就労後
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支援
し え ん

の取
と

り組
く

みが薄
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い現状
げんじょう
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きょうゆう

された。今年度
こんねんど

は

様々
さまざま

な事業所
じぎょうしょ

を見学
けんがく

し現状
げんじょう

を把握
は あ く

し意見
い け ん

交換
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か だ い
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せ い り
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１．目的
もくてき

：①自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の役
やく

割
わり

を広
ひろ

く地
ち

域
いき

に知
し

ってもらう。 

   ②杉並
すぎなみ

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

を区民
く み ん

と共
とも

に考
かんが

える。 

 

 ２．対象
たいしょう

 主
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に区内
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ざいじゅう

・在勤
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３．日
にっ

程
てい

：平
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成
せい

２９年
ねん

１月
がつ

または２月
がつ

ころ 

  時間帯
じかんたい

については、今年度
こんねんど

は午前中
ごぜんちゅう

の開催
かいさい

を検討
けんとう

（１０時
じ

～１２時半
じ は ん

ではどう 

か？） 

４．会
かい

場
じょう
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並
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区
く

役
やく

所
しょ

中
なか

棟
とう

６階
かい

第
だい

４会
かい

議
ぎ

室
しつ

（予定
よ て い

） 

 

５．内容
ないよう

 

第
だい

１部
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：講演
こうえん

  テーマ
て ー ま

 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

について（６０分
ぶん

程
てい

度
ど

） 

第
だい

２部
ぶ

：自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の取
と

り組
く

み報告
ほうこく

とパネルディスカッション 

テーマ：地
ち

域
いき

における障
しょう

害
がい

者
しゃ

の暮
く

らしについて考
かんが

える 

○講演
こうえん

の内容
ないよう

が具体化
ぐ た い か

できる形
かたち

でパネルディスカッションができればと

考え
か ん が

ている（合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

という視点
し て ん

での話し
は な

と現在
げんざい

の生活
せいかつ

についてを語
かた

って



もらうことを検討中
けんとうちゅう

） 

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

：未定
み て い

 

パネリスト
ぱ ね り す と

：現在
げんざい

調 整 中
ちょうせいちゅう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

の方
かた

に

交 渉 中
こうしょうちゅう

） 

  

 ６．実行
じっこう

委員
い い ん

 

井頭
いがしら

委員
い い ん

、修理
し ゅ り

委員
い い ん

、加藤
か と う

委員
い い ん

、神作
かみさく

委員
い い ん

、春山
はるやま

委員
い い ん

、 

高山
たかやま

会長
かいちょう

（オブザーバー
お ぶ ざ ー ば ー

） 

事務局
じむきょく

： 池田
い け だ

、佐々木
さ さ き

、目黒
め ぐ ろ

、岩崎
いわさき

 

 

 



第2回地域自立支援協議会

資料4　　Ｈ28年9月6日

氏　　　名 団　　体　　名　　等 備　　考

1 障害者団体 高橋　　博 障害者団体連合会

2 障害者団体（身体） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

3 障害者団体（知的） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

4 障害者団体（精神） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

5 障害者団体（視覚） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

6 障害者団体（聴覚） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

7 障害当事者 　 ピア相談員 自立支援協議会委員より

8 障害当事者 　 ピア相談員 自立支援協議会委員より

9 障害当事者 　 　 自立支援協議会委員より

10 学識経験者 高山　由美子 ルーテル学院大学 自立支援協議会

11 教育 　 　 自立支援協議会委員より

12 事業者 斎藤　敬子 商店街連合会 推進連絡協議会

13 事業者 バス事業者 公共交通

14 事業者 　 　 自立支援協議会委員より

15 医師・看護師 　 医師会 自立支援協議会委員より

16 福祉 社協から推薦 社会福祉協議会

17 地域 民生委員 三田　利春 推進連絡協議会

18 就労 事業団から推薦 障害者雇用支援事業団

19 出保　裕次 障害者施策課長

20 笠　真由美 障害者生活支援課長

21 諸角　純子 高井戸事務所担当課長

分　　　野

当事者

その他

行　政

差別解消支援地域協議会(案）



＊取扱い注意

氏　　　名 団　　体　　名　　等 備　　考

1 障害者団体 障害団連から推薦 障害者団体連合会

2 障害者団体（身体） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

3 障害者団体（知的） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

4 障害者団体（精神） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

5 障害者団体（視覚） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

6 障害者団体（聴覚） 障害団連から推薦 障害者団体連合会

7 障害当事者

8 障害当事者

9 障害当事者

10 学識経験者

11 教育

12 事業者

13 事業者 バス事業者 公共交通

14 事業者

15 医師・看護師 医師会から推薦 医師会

16 福祉 社協から推薦 社会福祉協議会

17 地域 民協から推薦 町会・民生委員

18 就労 事業団から推薦 障害者雇用支援事業団

19 出保　裕次 障害者施策課長

20 笠　真由美 障害者生活支援課長

21 諸角　純子 高井戸事務所担当課長

差別解消支援地域協議会(案）

分　野

当事者

その他

行　政

自立支援協議会から推薦

自立支援協議会から推薦

自立支援協議会から推薦

自立支援協議会から推薦

自立支援・推進連絡協議会から推薦

推進連絡協議会から推薦

自立支援・推進連絡協議会から推薦
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杉並社協
すぎなみしゃきょう

あんしんサポート係
かかり

事業
じぎょう

概要
がいよう

と課題
か だ い

 

 

                        

あんしんサポート係
かかり

 

  ○職
しょく

員数
いんすう

：10名
めい

（内訳
うちわけ

 常勤
じょうきん

職員
しょくいん

4名
めい

、非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

6名
めい

） 

   ＊全員
ぜんいん

が、地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

とあんしん未来
み ら い

支援
し え ん

事業
じぎょう

を担当
たんとう

 

  ○生活
せいかつ

支援員
しえんいん

 25名
めい

 

   ＊社協
しゃきょう

と雇用
こ よ う

契約
けいやく

している一般
いっぱん

区民
く み ん

。地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

の支援
し え ん

を担当
たんとう

。 

業務
ぎょうむ

内容
ないよう

 

  ○地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

 

  ○あんしん未来
み ら い

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

  ○周
しゅう

知
ち

活動
かつどう

（講演会
こうえんかい

、説明会
せつめいかい

） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

１ 地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

（日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

） 

契約者数
けいやくしゃすう

 150件
けん

（136件
けん

＋独自
ど く じ

契約
けいやく

（対象
たいしょう

拡大
かくだい

）14件
けん

） <H28.3月
がつ

末
まつ

> 

（参考
さんこう

） 東京
とうきょう

都内
と な い

契約者数
けいやくしゃすう

 3,527件
けん

   <H28.3月
がつ

末
まつ

> 

 

（１）背景
はいけい

   

○措置
そ ち

から契約
けいやく

への流れ
な が れ

において、判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

の仕組み
し く

として、

平成
へいせい

１１年
ねん

１０月
がつ

に開始
か い し

。 

  ○社会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

第
だい

２条
じょう

３項
こう

１２条
じょう

 「福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

援助
えんじょ

事業
じぎょう

」として位置
い ち

づけ。 

   社会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

第
だい

８１条
じょう

 「都道府県社協
とどうふけんしゃきょう

の行
おこな

う福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

援助
えんじょ

事業
じぎょう

等
とう

」 

  ○平成
へいせい

１９年度
ね ん ど

に国
くに

は「地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

」から「日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

」 に

名称
めいしょう

変更
へんこう

。※ただし、東京
とうきょう

では「地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

」の名称
めいしょう

をそのまま使用
し よ う

。 

  ○実施
じ っ し

主体
しゅたい

は都道府県
と ど う ふ け ん

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

。事業
じぎょう

の一部
い ち ぶ

を区
く

市町村社協
しちょうそんしゃきょう

へ委託
い た く

。 

    

 （２）事業
じぎょう

内容
ないよう

 

  ○目的
  もくてき

   判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

に対して
た い し て

、福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

に関する
か ん す る

援助
えんじょ

等
とう

を

行う
おこなう

ことにより、地域
ち い き

において自立
じ り つ

した生活
せいかつ

が送れる
お く れ る

よう支援
し え ん

すること。 

 

  ○対象者
たいしょうしゃ

  ①判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

（認知症
にんちしょう

高齢者
こうれいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

） 

         ②本事業
ほんじぎょう

の契約
けいやく

内容
ないよう

についての判断
はんだん

能力
のうりょく

がある方
かた

 

        →・本人
ほんにん

が困って
こ ま っ て

いると理解
り か い

し、利用
り よ う

希望
き ぼ う

がある。 

         ・誰
だれ

に何
なに

をしてもらいたいかわかっている。 

         ・利用料
りようりょう

を支払う
し は ら う

ことについて理解
り か い

している。 

      ※その他
そ の た

、判断
はんだん

能力
のうりょく

がある身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

とした「対象
たいしょう

拡大
かくだい

」もある。   
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  ○援助
えんじょ

の内容
ないよう

 ①福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

援助
えんじょ

（基本
き ほ ん

サービス） 

            ・福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

手続き
て つ づ き

 

・福祉
ふ く し

サービスの利用料
りようりょう

支払い
し は ら い

手続き
て つ づ き

 

・居住
きょじゅう

家屋
か お く

の賃借
ちんしゃく

、行政
ぎょうせい

手続き
て つ づ き

の援助
えんじょ

  等
とう

 

 

         ②日常的
にちじょうてき

金銭
きんせん

管理
か ん り

サービス（オプション） 

            ・年金
ねんきん

等
とう

の受領
じゅりょう

手続き
て つ づ き

 

・医療費
いりょうひ

支払い
し は ら い

の手続き
て つ づ き

 

・税金
ぜいきん

や公共
こうきょう

料金
りょうきん

を支払う
し は ら う

手続き
て つ づ き

 

・日
にち

用品
ようひん

代金
だいきん

を支払う
し は ら う

手続き
て つ づ き

 

・上記
じょうき

支払い
し は ら い

等
とう

に伴う
ともなう

預金
よ き ん

の払 戻
はらいもどし

、解約
かいやく

等
とう

の手続き
て つ づ き

 

             

         ③書類
しょるい

等
とう

の預かり
あ ず か り

サービス（オプション） 

            通常
つうじょう

は出し入れ
だ し い れ

しない貴重
きちょう

品等
ひんとう

を貸金庫
かしきんこ

に保管
ほ か ん

。期日
き じ つ

管理
か ん り

が

必要
ひつよう

なもの（満期
ま ん き

の預け
あ ず け

かえが必要
ひつよう

など）や宝石
ほうせき

等
とう

は保管
ほ か ん

でき

ない。 

          保管
ほ か ん

可能
か の う

な物
もの

：年金
ねんきん

証書
しょうしょ

、預貯金
よちょきん

通帳
つうちょう

、権利証
けんりしょう

、保険
ほ け ん

証書
しょうしょ

、実印
じついん

 等
とう

 

 

  ○援助
えんじょ

の方法
ほうほう

 ①相談
そうだん

・助言
じょげん

・情報
じょうほう

提供
ていきょう

・連絡
れんらく

調整
ちょうせい

・同行
どうこう

【
（

基本
き ほ ん

】
）

            

         ②代行
だいこう

 （本人
ほんにん

から現金
げんきん

を預かって
あ ず か っ て

支払う
し は ら う

等
とう

） 

         ③代理
だ い り

 （契約書
けいやくしょ

で定めた
さ だ め た

範囲
は ん い

の代理
だ い り

。福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

手続
て つ づ

援助
えんじょ

 

や銀行
ぎんこう

での払い戻し
は ら い も ど し

等
とう

） 

 

        ＊契約
けいやく

時
じ

に支援
し え ん

計画
けいかく

を作成
さくせい

し、それに基づいた
も と づ い た

支援
し え ん

を行う
おこなう

。支援
し え ん

計画
けいかく

を

変更
へんこう

する際
さい

は、内容
ないよう

によって東社協
とうしゃきょう

で審査
し ん さ

。 

                

         支援
し え ん

計画
けいかく

内容例
ないようれい

）・専門員
せんもんいん

（職員
しょくいん

）と生活
せいかつ

支援員
しえんいん

(登録
とうろく

している区民
く み ん

。実際
じっさい

に毎回
まいかい

支援
し え ん

へ行く
い く

人
ひと

）の氏名
し め い

 

・毎月
まいつき

第１
だ い  

火曜日
か よ う び

 １０時
  じ

ころ自宅
じ た く

を訪問
ほうもん

。 

                 ・ゆうちょ銀行
ぎんこう

口座
こ う ざ

から生活費
せいかつひ

として５万円
  まんえん

を

払い出して
は ら い だ し て

届ける
と ど け る

。  

 

  ○利用料
りようりょう

   パンフレット参照
さんしょう

 

          

  ○審査会
しんさかい

等
とう

  ①東京都
とうきょうと

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

に契約
けいやく

締結
ていけつ

審査会
しんさかい

を設置
せ っ ち

。 

          判断
はんだん

能力
のうりょく

に疑義
ぎ ぎ

がある場合
ば あ い

や生活
せいかつ

保護
ほ ご

受給者
じゅきゅうしゃ

との契約
けいやく

は必ず
かならず

審査会
しんさかい

の決定
けってい

が必要
ひつよう

。 

         ＊契約
けいやく

締結
ていけつ

審査会
しんさかい

は１回
 か い

/
／

月
つき

 開催
かいさい

（資料
しりょう

は約
やく

２週間前
  しゅうかんまえ

に提出
ていしゅつ

）。 
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よって、特
とく

に生活
せいかつ

保護
ほ ご

受給者
じゅきゅうしゃ

との契約
けいやく

は必ず
かならず

審査会
しんさかい

決定後
けっていご

になるた

め、スケジュール調整
ちょうせい

が必要
ひつよう

。 

 

  ○支援
し え ん

の流れ
な が れ

 （関係
かんけい

機関
き か ん

から相談
そうだん

の場合
ば あ い

） 

 

             本人
ほんにん

の生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

、身体
しんたい

状 況
じょうきょう

、要介護度
よ う か い ご ど

、福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

、判断
はんだん

能力
のうりょく

、親族
しんぞく

関係
かんけい

、金銭
きんせん

状 況
じょうきょう

、消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

等
とう

の

状 況
じょうきょう

本人
ほんにん

の意思
い し

、困って
こ ま っ て

いること 

        

             本人
ほんにん

へ事業
じぎょう

説明
せつめい

、アセスメント、利用
り よ う

意思
い し

の確認
かくにん

、   

             ＊本事業
ほんじぎょう

の必要性
ひつようせい

、援助
えんじょ

できる範囲
は ん い

の見きわめ
み き わ め

、判断
はんだん

能力
のうりょく

等
とう

を

検討
けんとう

。 

              契約
けいやく

意思
い し

があるかどうか、一週間
いちしゅうかん

以上後
いじょうご

に再度
さ い ど

確認
かくにん

。 

        

             福祉
ふ く し

・医療
いりょう

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

確認
かくにん

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

ワーカーとの

役割
やくわり

確認
かくにん

、親族
しんぞく

との調整
ちょうせい

（預
あず

かり物
か り ぶ つ

返却
へんきゃく

の受取人
うけとりにん

指定
し て い

）、支援
し え ん

通帳
つうちょう

の確認
かくにん

や開設
かいせつ

、生活費
せいかつひ

等
とう

の金額
きんがく

確認
かくにん

  

             ＊必要
ひつよう

に応じて
お う じ て

契約
けいやく

締結
ていけつ

審査会
しんさかい

にて審議
し ん ぎ

 

        

       契約書
けいやくしょ

を取り交わす
と り か わ す

。可能
か の う

な限り
か ぎ り

関係者
かんけいしゃ

の立ち会い
た ち あ い

を依頼
い ら い

。 

 

 

             支援
し え ん

計画
けいかく

に基づく
も と づ く

援助
えんじょ

開始
か い し

。この時点
じ て ん

から利用料
りようりょう

が発生
はっせい

。 

生活
せいかつ

支援員
しえんいん

が専門員
せんもんいん

の指示
し じ

を受け行う
う け お こ な う

。 

          ＊キャッシュカードは原則
げんそく

使用
し よ う

せず、銀行
ぎんこう

等
とう

の窓口
まどぐち

で払出し
はらいだし

。 

          ＊利用料
りようりょう

は、生活
せいかつ

支援員
しえんいん

が利用者宅
りようしゃたく

に着いて
つ い て

から出る
で る

までの時間
じ か ん

。 

           以降
い こ う

はモニタリングを行い
おこない

ながら支援
し え ん

内容
ないよう

の確認
かくにん

をしていく。 

 

 （３）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

との関係
かんけい

 

   ○後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

の検討
けんとう

ポイント 

・地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

の範囲
は ん い

を超える
こ え る

内容
ないよう

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

 

     例
れい

）多額
た が く

の財産
ざいさん

管理
か ん り

が必要
ひつよう

、本人
ほんにん

所有
しょゆう

のアパート等
とう

の管理
か ん り

が必要
ひつよう

、遺産
い さ ん

相続
そうぞく

、 

不動産
ふどうさん

処分
しょぶん

が必要
ひつよう

、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

契約
けいやく

 

    ・本事業
ほんじぎょう

契約
けいやく

に必要
ひつよう

な判断
はんだん

能力
のうりょく

があるか。 

    ・権利
け ん り

侵害
しんがい

、経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

、消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

 

    ・施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

、長期
ちょうき

入院
にゅういん

          ケースごとに検討
けんとう

 

 

初回
しょかい

相談
そうだん

 

訪問
ほうもん

（数回
すうかい

） 

調
ちょう

 整
せい

 

契
けい

 約
やく

 

支援
し え ん

開始
か い し

 



 平成
へいせい

28年
ねん

9月
がつ

6日
にち

 資料
しりょう

５  

杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い
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２ あんしん未来
み ら い

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

（１） 背景
はいけい

 

 ○平成
へいせい

２０年
    ねん

７月
  がつ

に事業
じぎょう

開始
か い し

。杉並社協
すぎなみしゃきょう

の独自
ど く じ

事業
じぎょう

。平成
へいせい

28年
ねん

4月
がつ

改正
かいせい

。 

（２）事業
じぎょう

内容
ないよう

  （パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

参照
さんしょう

） 

  ○対象者
たいしょうしゃ

       ①杉並区
すぎなみく

に住所
じゅうしょ

があり、かつ居住
きょじゅう

をしている方
かた

 

          ②65歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

、または障害者
しょうがいしゃ

のみの世帯
せ た い

で、かつ支援
し え ん

可能
か の う

 

           な配偶者
はいぐうしゃ

及び
お よ び

3親
しん

等
とう

以内
い な い

の親族
しんぞく

がいない方
かた

 

          ③事業
じぎょう

の契約
けいやく

内容
ないよう

を判断
はんだん

することができる方
かた

 

          ④預貯金
よちょきん

（国債
こくさい

・地方債
ちほうさい

を含む
ふ く む

）が 3,000万円
まんえん

以下
い か

 

          ⑤所得
しょとく

が住民税
じゅうみんぜい

課税
か ぜ い

所得
しょとく

金額
きんがく

１８０万円
まんえん

以下
い か

 

  ○援助
えんじょ

の内容
ないよう

  ①見守り
み ま も り

サービス（基本
き ほ ん

契約
けいやく

） 

            電話
で ん わ

連絡
れんらく

１回
 か い

/
／

月
つき

 ＋ 訪問
ほうもん

１回
  かい

/
／

３か月
    げつ

 

          ②日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

サービス（オプション） 

           ・福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

援助
えんじょ

 

           ・日常的
にちじょうてき

金銭
きんせん

管理
か ん り

の支援
し え ん

 

           ・契約
けいやく

手続き
て つ づ き

の支援
し え ん

 

           ・専門
せんもん

職
しょく

仲介
ちゅうかい

 

           ・入院
にゅういん

時
じ

に行う
おこなう

支援
し え ん

 

          ③保証
ほしょう

機能
き の う

サービス（オプション） 

           ・入院
にゅういん

時
じ

保証
ほしょう

機能
き の う

 

           ・葬儀
そ う ぎ

、埋葬
まいそう

の手続き
て つ づ き

支援
し え ん

 

           ※預託
よ た く

金
きん

を社協
しゃきょう

へ預ける
あ ず け る

場合
ば あ い

には、公正
こうせい

証書
しょうしょ

遺言
ゆいごん

を作成
さくせい

。 

          →大多数
だいたすう

の方
かた

は入院
にゅういん

時
じ

の不安
ふ あ ん

に備えたい
そ な え た い

との希望
き ぼ う

があるため、預託
よ た く

 

金
きん

を社協
しゃきょう

へ預けて
あ ず け て

いる。  

④書類
しょるい

等
とう

預かり
あ ず か り

サービス（オプション）           

  ○支援
し え ん

の流れ
な が れ

 

              制度
せ い ど

説明
せつめい

、生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

や親族
しんぞく

状 況
じょうきょう

等
とう

の聞き取り
き き と り

 

 

        

                    介護
か い ご

や医療
いりょう

(終末期
しゅうまつき

含む
ふ く む

),希望
き ぼ う

する支援
し え ん

内容
ないよう

 

                    葬儀
そ う ぎ

埋葬
まいそう

等
とう

の確認
かくにん

。公正
こうせい

証書
しょうしょ

遺言
ゆいごん

の作成
さくせい

準備
じゅんび

 

          

              年
ねん

３回
 か い

実施
じ っ し

。契約
けいやく

の可否
か ひ

について審査
し ん さ

。 

 

              支援
し え ん

開始
か い し

。利用料
りようりょう

は預貯金
よちょきん

額
がく

と収 入
しゅうにゅう

によって決定
けってい

。 

              判断
はんだん

能力
のうりょく

が低下
て い か

してきたら、地権
ち け ん

や後見
こうけん

制度
せ い ど

等
とう

につなげる。 

  ○利用料
りようりょう

   パンフレット参照
さんしょう

 

初回
しょかい

相談
そうだん

 

訪問
ほうもん

または来所
らいしょ

相談
そうだん

（数回
すうかい

） 

審査会
しんさかい

 

契約
けいやく

、支援
し え ん

開始
か い し

 



 平成
へいせい

28年
ねん

9月
がつ

6日
にち

 資料
しりょう

５  

杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い
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３ 課題
か だ い

となっていること 

 

 ＊成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

との見きわめ
み き わ め

とつなぎについて 

  ・地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

でできる金銭
きんせん

管理
か ん り

は、あくまでも日常
にちじょう

生活
せいかつ

の範囲内
はんいない

。 

  ・書類
しょるい

預かり
あ ず か り

サービスは保管
ほ か ん

に限って
か ぎ っ て

おり、それを超える
こ え る

運用
うんよう

や管理
か ん り

はできない。そ 

   のため、より大きな
お お き な

（または複雑
ふくざつ

な）財産
ざいさん

管理
か ん り

や保全
ほ ぜ ん

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

、弁護士
べ ん ご し

等
とう

の 

   財産
ざいさん

保全
ほ ぜ ん

管理
か ん り

サービスや成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

を検討
けんとう

。 

  ・見きわめ
み き わ め

にあたっては、財産
ざいさん

状 況
じょうきょう

だけでなく、本人
ほんにん

の判断
はんだん

能力
のうりょく

や信頼
しんらい

できる親族
しんぞく

 

   の有無
う む

など、様々
さまざま

な状 況
じょうきょう

の勘案
かんあん

が必要
ひつよう

。 

 

 ＊日常的
にちじょうてき

金銭
きんせん

管理
か ん り

サービスが一人
ひ と り

歩き
あ る き

しがち 

  ・「福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

援助
えんじょ

」が基本
き ほ ん

であり、これを利用
り よ う

しない場合
ば あ い

には地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

 

   擁護
よ う ご

事業
じぎょう

で支援
し え ん

を行う
おこなう

ことはできない。 

  ・高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

による記
き

銘力
めいりょく

や判断力
はんだんりょく

の低下
て い か

がある場合
ば あ い

や、若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

等
とう

に 

   より判断力
はんだんりょく

の低下
て い か

がある場合
ば あ い

も対象
たいしょう

となる。 

  ・対象
たいしょう

となる障害
しょうがい

や症 状
しょうじょう

を有して
ゆ う し て

いても、利用
り よ う

意思
い し

や判断
はんだん

能力
のうりょく

が認められない
み と め ら れ な い

場合
ば あ い

 

   は契約
けいやく

することができない。 

  ・単
たん

に浪費
ろ う ひ

に対する
た い す る

金銭
きんせん

管理
か ん り

のみを希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

で「福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

援助
えんじょ

」を利用
り よ う

 

   しない場合
ば あ い

は地域
ち い き

福祉
ふ く し

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

での支援
し え ん

を行う
おこなう

ことができない。 

 

 ＊生活
せいかつ

保護
ほ ご

受給中
じゅきゅうちゅう

のケース 

  ・基本的
きほんてき

に、生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

の給付
きゅうふ

管理
か ん り

と生活
せいかつ

指導
し ど う

は生活
せいかつ

保護
ほ ご

ワーカーの役割
やくわり

である 

ことから、全件
ぜんけん

、東京都
とうきょうと

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

の契約
けいやく

締結
ていけつ

審査会
しんさかい

に諮る
は か る

必要
ひつよう

がある。 

   →○契約
けいやく

の必要性
ひつようせい

 

    ○本人
ほんにん

の利用
り よ う

意思
い し

 

    ○支援
し え ん

計画
けいかく

の適切
てきせつ

さ 

    ○生活
せいかつ

保護
ほ ご

ケースワーカーとの役割
やくわり

分担
ぶんたん

と連携
れんけい

方法
ほうほう

 等
とう

 

     のポイントについて審査
し ん さ

を行っている。 

 

 ＊病院
びょういん

入院
にゅういん

、施設
し せ つ

入所中
にゅうしょちゅう

のケース 

  ・杉並社協
すぎなみしゃきょう

では現在
げんざい

、在宅
ざいたく

に戻る
も ど る

可能性
かのうせい

のないケースについては契約
けいやく

をしていない。 

  ◎東京都
とうきょうと

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

のマニュアルでも以下
い か

のように規定
き て い

。 

  ・施設
し せ つ

または病院
びょういん

が本人
ほんにん

の日常
にちじょう

金銭
きんせん

管理
か ん り

を行う
おこなう

ことが基本
き ほ ん

。 

   →○福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

援助
えんじょ

 

    ○福祉
ふ く し

サービスの苦情
くじょう

解決
かいけつ

制度
せ い ど

利用
り よ う

への援助
えんじょ

 

    ○施設
し せ つ

・病院
びょういん

が行う
おこなう

金銭
きんせん

管理
か ん り

に対する
た い す る

見守り
み ま も り

・確認
かくにん

 

    ○書類
しょるい

等
とう

預かり
あ ず か り

サービス 
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